
東海学園大学大学院科目等履修生規程

令和２年12月23日　大学評議会

（趣旨）

第１条　本学大学院学則第36条に基づく科目等履修生（以下「履修生」という。）に関する事項は、この規程の

定めるところによる。

（出願資格）　

第２条　履修生に出願し得る者は、本学大学院学則第13条に定める入学資格を有する者とする。　

（履修期間）

第３条　履修生の履修期間は１年とし、履修手続は毎学期ごとに行うものとする。

（履修条件）　

第４条　履修生は、前条の履修期間にかかわらず、最大10単位まで本学大学院の設置する学科目等を履修するこ

とができる。

（出願手続）

第５条　履修生として履修を志望する者は、次の各号の書類に、履修検定料を添えて、所定の期日までに提出す

るものとする。

（１）科目等履修申請書

（２）写真

（３）卒業証明書

（４）成績証明書

２　履修生として履修を志望する者が出願手続きをする際、本条第１項に定める所定の期日時に本学及び他大学

等に在籍中の場合は、（３）については卒業見込証明書、（４）については、その時点の証明書を提出し、卒

業後、改めて両書類を提出するものとする。　

３　履修生として履修したことがある者が重ねて履修生として履修しようとするときは、第１項（２）から

（４）までの書類の提出を省略させることができる。　

（選考）

第６条　履修生として履修を志望する者については、大学院委員会の審議に基づき、学長が履修の合否を決定す

る。

２　外国人の場合は、本学大学院の外国人留学生入試に準じた選考を行う。ただし、在留資格「留学」は取得で

きない。

（履修手続）

第７条　履修生として合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、履修登録料及び履修料の全額を納入しなけ

ればならない。

２　前項の手続を完了した者には、学長は、履修を許可する。

３　納付された履修検定料、履修登録料及び履修料は、特にやむを得ない事情があると認める場合を除き、これ

を返還しない。

（試験・証明書）

第８条　履修生は、履修した学科目について試験を受けることができる。

２　試験に合格した学科目については、単位修得証明書を交付する。

（施設利用）

第９条　履修生は、履修期間中は、本学学生に準じて本学図書館その他の施設を利用することができる。

（検定料・履修料等）

第10条　履修検定料、履修登録料及び履修料は、次のとおりとする。



（１）履修検定料　　　　　　　　30,000円

（２）履修登録料　　　　　　　　30,000円

（３）履　修　料　１単位につき　15,000円　

２　前学期までに本学の履修登録を行ったことのある者が、その後３年以内に再度履修を行う場合には、履修検

定料及び履修登録料の納付を免除する。

３　第１項各号に定めるもののほか、履修生には、履修に要する費用の一部を負担させることがある。

（規程の準用）

第11条　履修生には、この規程のほか、本学大学院学則その他本学大学院生に関する諸規程を準用する。

（改廃）　

第12条　この規程の改廃は、大学院委員会で審議したのち、大学評議会の議を経て学長が行う。　

附　則

この規程は、令和３年４月１日から施行する。


